
た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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ABSTRACT − Three species of the Family Plexauridae, genus Echinomuricea, Ec. peterseni Hedlund, 1890 
and Ec. sp. aff. spinifera Nutting, 1910, and genus Euplexaura, Eu. abietina Kükenthal, 1908, were collected 
from Yamaguchi Prefecture at a depth 1–123 m. In the previous studies, Ec. peterseni had been reported from 
Sagami Bay, Hirado and Hong Kong, Eu. abietina from Sagami Bay and South Korea, but no reports had been 
known from the waters around Yamaguchi Prefecture. The present study updated the minimum depth record of 
Ec. peterseni and Eu. abietina. The specimens reported in the study represents the first records of three species 
from Yamaguchi Prefecture.

は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ
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た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識

Fig. 2. Echinomuricea peterseni (KMNH IvR 600008). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing 
arrangement of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: thorn scales in calyx; E: crosses and deformed spindles 
in calyx and coenenchyme; F: spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 mm; B: 3 mm; C: 1 mm; D–F: 0.2 
mm.

と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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Fig. 1. Distribution of Echinomuricea peterseni, (star), Ec. sp. 
aff. spinifera (triangle) and Euplexaura abieina (circle) 
(previous study, solid; present study, open).

は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



28 園山貴之 山口県初記録のホソヤギ科3種 29

 

た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識

Fig. 2. Echinomuricea peterseni (KMNH IvR 600008). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing 
arrangement of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: thorn scales in calyx; E: crosses and deformed spindles 
in calyx and coenenchyme; F: spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 mm; B: 3 mm; C: 1 mm; D–F: 0.2 
mm.

と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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Fig. 1. Distribution of Echinomuricea peterseni, (star), Ec. sp. 
aff. spinifera (triangle) and Euplexaura abieina (circle) 
(previous study, solid; present study, open).

は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識

Fig. 3. Echinomuricea sp. aff. spinifera (KMNH IvR 600010). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing 
arrangement of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: thorn scales in calyx; E: crosses and deformed spindles 
in calyx and coenenchyme; F: spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 mm; B: 2 mm; C: 0.05 mm; D–F: 
0.2 mm.

Fig. 4. Euplexaura abieina (KMNH IvR 600012). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing arrangement 
of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: double spindles in calyx and surface of coenenchyme; E: smaller 
spindles in inner layer of coenenchyme; F: slender and flattened spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 
mm; B: 10 mm; C: 1 mm; D–F: 0.2 mm.
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識

Fig. 3. Echinomuricea sp. aff. spinifera (KMNH IvR 600010). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing 
arrangement of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: thorn scales in calyx; E: crosses and deformed spindles 
in calyx and coenenchyme; F: spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 mm; B: 2 mm; C: 0.05 mm; D–F: 
0.2 mm.

Fig. 4. Euplexaura abieina (KMNH IvR 600012). A: fresh specimen; B: polyps and branch surface; C: Polyp showing arrangement 
of sclerites in Aqueous potassium hydroxide solution; D: double spindles in calyx and surface of coenenchyme; E: smaller 
spindles in inner layer of coenenchyme; F: slender and flattened spindles in polyp; P: Point of polyp; sclerites. Scales: A: 30 
mm; B: 10 mm; C: 1 mm; D–F: 0.2 mm.
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ



LOCALITY AND GEOLOGICAL SETTING

The new material was retrieved from a sea cliff on the 
western coast of Ainoshima Island, 10 km north of Kitakyushu 
City, Fukuoka Prefecture, Japan (33° 59′ 27″ N, 130° 48′ 58″ E) 

(Fig. 1). The horizon that yielded the specimen consists of fine 
sandstone marked by cross-stratification, including nodules, 
and has produced abundant remains of marine molluscs and 
shark teeth (Fig. 2). Stratigraphically, the type horizon belongs 
to the Yamaga Formation, which in turn forms the lowermost 
part of the Ashiya Group (Ozaki et al., 1993; Nakae et al., 
1998). The group is widely distributed in the northern area of 
Fukuoka Prefecture and consists mostly of shallow marine 
deposits rich in molluscs (e.g., Sakakura, 2002), crabs (e.g., 
Kato and Karasawa 1994; Ando and Karasawa 2010), shark 
teeth (e.g., Uyeno et al., 1984; Tomita and Oji, 2010), marine 
mammals (Okazaki, 1984, 2012) and birds (e.g., Hasegawa et 
al., 1979; Okazaki 1989; Olson and Hasegawa, 1996). The age 
of the Yamaga Formation is the latest Early Oligocene 
(CP19a), based on calcareous nannofossil and planktonic 
foraminiferal evidence (Okada and Bukry, 1980; Okada, 1992; 
Ibaraki, 1994).

Institutional Abbreviations — KMNH: Kitakyushu Museum 
of Natural History and Human History, Kitakyushu, Japan.

SYSTEMATIC PALAEONTOLOGY

Class Aves Linnaeus, 1758
Order Suliformes sensu Chesser et al., 2010

Material .  KMNH VP 600013,  a lmost  complete  
premaxillae (Fig. 3).

Locality and Horizon. The western coast of Ainoshima 
Island, Kitakyushu City, Fukuoka Prefecture, Japan; Yamaga 
Formation, Ashiya Group, Early Oligocene.

Measurements. Length: 88.0 mm; maximum height: 8.3 
mm; maximum width: 12.1 mm.

Description. The rostrum is relatively slender, elongate 
triangular in dorsal view, and flat with little variation in 
dorsoventral depth throughout. The cross-section of the 
rostrum is triangular and gradually becomes smaller from 
caudal to rostral end. The dorsal and ventral margins of the 
posterior portion are straight, and the rostral tip is pointed and 
strongly curved to form a ventrally directed hook. Laterally, 
each premaxilla bears a sharply-defined longitudinal groove, 
flanked on either side by a series of foramina neurovascularia 
and accompanied shallow sulci. Just posterior to the terminal 
hook, this groove descends towards, but never actually 
reaches, the crista tomialis. In ventral view, the premaxillae are 
fused along the midline and form a slightly concave palatal 
surface.

Remarks. KMNH VP 600013 is characterized by being 
slender and flat ,  having a strongly curved t ip,  and a 
sharply-defined longitudinal groove. Most of these features are 
generally found in Suliformes and Procellariiformes, but the 

slender rostrum with little variation in dorsoventral depth is 
mainly found in cormorants. Furthermore, the strongly curved 
tip is a characteristic of Procellariiformes, Scopus, frigatebirds, 
and cormorants (Smith, 2010), and KMNH VP 600013 is 
similar to that of cormorants. However, KMNH VP 600013 
differs from cormorants in having a lateral groove on the 
premaxilla that does not reach the crista tomialis. The posterior 
part of KMNH VP 600013 is not fully preserved. However, the 
dorsoventral depth of KMNH VP 600013 varies little 
throughout rostral to caudal, and does not provide sufficient 
space for the apertura nasi ossea, suggesting that the apertura 
nasi ossea are absent or extremely diminished. The extremely 
reduced apertura nasi ossea are considered to be one of the 
synapomorphies of Suloidea sensu Cracraft (1985) (Smith, 
2010), and therefore KMNH VP 600013 likely belongs to 
Suliformes.

KMNH VP 600013 also resembles a specimen of 

indeterminate plotopterid (Suliformes) (KMNH VP 200008) 
(Kawabe et al., 2014) discovered from the Ashiya Group 
(upper Oligocene) in Touno, Kitakyushu City. The rostrum of 
the Touno specimen (KMNH VP 200008) is relatively well 
preserved, but has been deformed and damaged, and the 
preparation has not been completed, so detailed aspects of its 
morphology are unknown. However, the rostrums of KMNH 
VP 600013 and the Touno specimen are morphologically very 
similar in that they are slender and have strong longitudinal 
grooves and strongly curved tips. Additionally, KMNH VP 
600013 also shows morphological similarity with another 
protopterid Tonsala hildegardae (SMF Av 599) from the 
Oligocene Pysht Formation of Washington State, U.S.A., in 
having distinct longitudinal grooves and subsequent very 
reduced slit-like apertura nasi ossea (Mayr et al., 2015). 
Osteological and phylogenetic studies have demonstrated the 
close affinity between Plotopteridae and Suloidea (Olson and 
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The Oligocene Ashiya Group is rich in marine inverte- 
brate and vertebrate fossils (e.g., Hasegawa et al., 1979; Uyeno 
et al., 1984; Okazaki, 1984, 1989, 2012; Kato and Karasawa, 
1996; Olson and Hasegawa, 1996; Sakakura, 2002; Ando and 
Karasawa, 2010; Tomita and Oji, 2010). Although many avian 
fossils have been collected and studied from this group (e.g., 
Okazaki 1989; Olson and Hasegawa, 1996; Kawabe et al., 
2014; Knoll and Kawabe, 2020), no rostrum has been 
described. Kawabe et al. (2014) and Knoll and Kawabe (2020) 
showed a photograph and CG image of the entire skull of 
indeterminate plotopterid (Suliformes) (KMNH VP 200008) 
found in the Ashiya Group, but a detailed osteological 
description of this specimen has not been made. Since the 
rostrum of KMNH VP 200008 was heavily deformed and 
further physical preparation was difficult, the information on 
the avian rostrum found in the Ashiya Group is hardly 
available. We collected a well-preserved avian rostrum from 
the Lower Oligocene Yamaga Formation of Ashiya Group in 
Ainoshima Island, Kitakyushu City, Japan. This is the first 
record of a complete and extremely well-preserved avian 
rostrum from the Paleogene in Kyushu and the purpose of the 
present paper is to provide a brief description of the newly 
collected material. Fig. 1. Map showing the present fossil locality.

Hasegawa, 1979, 1996; Olson, 1980; Mayr, 2005; Sakurai et 
al., 2008; Smith, 2010; Mayr et al., 2015). On the other hand, 
there is much evidence of similarity between Plotopteridae and 
Sphenisciformes (Mayr, 2005; Kawabe et al., 2014; Mayr et 
al., 2015), and although the phylogenetic relationship between 
them is controversial, this study concludes that KMNH VP 
600013 is tentatively a member of Suliformes, taking into 
account the possibility that it belongs to Plotopteridae.
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New record of a rostrum of waterbird (Aves, Suliformes) from the Oligocene of 
Ashiya Group in Ainoshima Island, Kyushu, Japan

ABSTRACT − A rostrum of a suliform bird from the Lower Oligocene Yamaga Formation of Ashiya Group 
in Ainoshima Island, Fukuoka Prefecture, Kyushu, southwestern Japan is briefly described. The present 
specimen (KMNH VP 600013) is slender and flat, with a strongly curved rostral tip, a sharply-defined 
longitudinal groove, and apertura nasi ossea that were likely extremely reduced or absent. 
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た．骨片の計測には生物顕微鏡（OLYMPUS BK51）顕微鏡
用デジタルカメラ（OLYMPUS DP22）を用いて 0.01 mm 単
位まで行った．ポリプの透明化には 3％水酸化カリウム水溶
液を用いた．採集地は Fig. 1に示した．
　本研究に用いた標本は北九州市立自然史・歴史博物館
（KMNH）に収蔵される．用いた標本の略号は下記の通りで
ある．黒潮生物研究所（BIK），国立科学博物館（NSMT–CoR）．
比較には下記の標本を用いた．アザミヤギ Echinomuricea 
peterseni ：BIK–G 561，562；モミノキフトヤギ Euplexaura 
abietina：NSMT–CoR 1065，1108．

結　果

Genus Echinomuriceaアザミヤギ属
Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890

アザミヤギ
（Figs 2A–C, 3A–C）

Echinomuricea peterseni Hedlund, 1890: 11; Brundin, 1896: 16. 
Thomson and Simpson, 1909: 200; Kükenthal, 1924: 187; 
Aurivillius, 1931: 172; Imahara, 1996: 32; 岩瀬・松本 , 2006: 
82; Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 252.

標本　KMNH IvR 600008，下関市武久町沖，2020年 3月 2日，
水深 30 m，建網，広井信幸；BIK–G 561，562，静岡県丸鶴，
1993年 7月 26日，水深 20 m，楚山．
記載　分岐は互生，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は緩
やかに上を向く．枝の先は丸く膨らむ．群体の枝部に癒着は
ない．主幹の直径は 2.8–3.0 mm，枝分かれした直後は
1.1–1.8 mm，枝先は2.9–3.0 mm．枝は扁平しない．共肉は薄い．
莢は直径よりも高さの方が大きく，高さ 1.0–1.4 mm，直径
0.8–1.2 mm，莢には長さ 0.39–0.71 mm の琴柱状骨片 (Fig. 
2D) が配列し，生時のポリプ伸長時には目立たないが，退縮
した後の莢には琴柱状骨片の棘を上にして 4から 5列に配列
し，棘冠を形成する．莢は枝の全周に分布する．ポリプは莢
の中に完全に退縮する．ポリプの中心から隣接するポリプの
中心までは 1.00–1.50 mm．ポリプには長さ 0.14–0.21 mm の
紡錘状骨片（Fig. 2F）があり，縮んでいるポリプでは骨片が
ポイントのみではなく，クラウンのような配置も認められる
が（Fig. 2B），よく伸びたポリプではクラウンは不明瞭でポ
イントのみを形成する．莢および共肉には疣が多数ある長さ
0.30–0.47 mmの紡錘状骨片および十字状骨片（Fig. 2E）があ
る，ポリプの骨片は淡い赤色から無色，莢及び共肉の骨片は
赤色．生時，群体の体色は暗赤色（Fig. 2A），ポリプは明る
い橙色（Fig. 2B），10 % ホルマリン固定後に 70 % エタノー
ルで保存した標本は濃灰色．
分布　長崎県平戸（Brundin, 1896; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 
1931; Imahara, 1996），相模湾（岩瀬・松本 , 2006; Matsumoto 
et al., 2007; 岩瀬 , 2014），下関市武久町沖（本研究），香港
（Hedlund, 1890; Thomson and Simpson, 1909; Kükenthal, 1924; 
Aurivillius, 1931; Imahara, 1996）．
備考　分岐は直角で，枝先が膨らむ，ポリプは群体の全周に
あり，莢の中に完全に退縮する，莢には琴柱状骨片が棘を上
にして 4から 5列に配列し，明瞭な棘冠を形成する，莢は直
径よりも高さの方が大きい，共肉には十字状骨片と，変形し
た紡錘状骨片がある，ポリプの骨片はほとんど無色，生時，
共肉の骨片は赤色などの特徴が，Hedlund（1890）の Ec. 
peterseni と一致した．また岩瀬（2014）では本種にクラウン
があるとしているが，調査標本とした BIK–G 561，562 のポ
リプの骨片の配置は KMNH IvR 600008 と同様で，クラウン
ともとれる配置のポリプも存在するが明瞭ではなく，多くは
ポイントのみを形成していることから，本種と同定した．

Echinomuricea sp. aff. spinifera Nutting, 1910
（Figs 2D–F, 3D–F）

標本　KMNH IvR 600009，萩市見島沖，2019年 11月 13日，
水深 123 m，建網，中島　豊；KMNH IvR 600010，萩市見島沖，
2019年 11月 21日，水深 123 m，建網，中島　豊．
記載　分岐は少なく，それぞれ 90°に分岐し，分岐した後は
直線に成長する．群体に癒着はない．主幹の直径は先端にい
くにつれ細くなり，最も太くても 1.0–1.9 mm，先端は
0.6–1.0 mm，主幹と分岐した枝の先は丸いが膨らまない．枝
は扁平しない．分岐した枝の直径は0.7–1.1 mm．共肉は薄い．

莢は高さよりも直径の方が大きく，高さ 0.44–0.80 mm，直径
0.88–1.12 mmで枝の全周に分布する．莢と共肉には短剣状の
琴柱状骨片（Fig. 3D）が配列し，生時のポリプ伸長時には目
立たないが，退縮した後の莢には琴柱状骨片の棘が目立ち棘
冠を形成する．ポリプは莢の中に完全に退縮する．ポリプの
中心から隣接するポリプの中心までは 0.9–1.0 mm．ポリプに
は長さ 0.15–0.28 mm の紡錘状骨片（Fig. 3F）があり，骨片
がよく発達したポリプでは，クラウンとポイントを形成する
が，多くはポイントのみが認められる（Fig. 3C）．共肉には
疣が多数ある長さ 0.12–0.32 mm の紡錘状骨片および十字状
骨片（Fig. 3E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の
体色は白く（Fig. 4A），ポリプは淡い青紫色（Fig. 3B），10 
% ホルマリン固定後に 70 % エタノールで保存した群体の体
色は茶味を帯びた白，ポリプは青紫色．
分布　下関市六連島沖（本研究）．
備考　群体は白色，癒着はない．莢は明瞭な棘冠が形成され，
高さよりも直径の方が大きい，いずれの骨片も無色，琴柱状
骨片は短剣状で，共肉にも存在する．根本は様々な葉状の形
状をなすなどの特徴が，Nutting（1910）および Lam and 
Morton（2008）のEchinomuricea spinifera Nutting, 1910と一致
するが，多くのポリプにはクラウンが明瞭ではないことから，
本種とは異なると判断した．

Genus Euplexauraフトヤギ属
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908

モミノキフトヤギ
（Figs 2G–I, 3G–I）

Euplexaura abietina Kükenthal, 1908: 496; 1909: 9; 1919: 227; 
1924: 96; Stiasny, 1951: 39; Song, 1981: 102; Imahara, 1996: 33; 
Matsumoto et al., 2007: 239; 岩瀬 , 2014: 241.

標本　KMNH IvR 600011，金毘羅人工島沖，2008年5月23日，
水深 10–20 m，建網，中谷南海雄；KMNH IvR 600012，下関
市伊崎地先（33°57'12"N，130°54'58"E），2018年 6月 23日，
水深 1 m，徒手採集，園山貴之；NSMT–CoR 1065，伊豆須
崎 下 田 港　白 根，1973 年 12 月 11 日，水 深 14–25 m；
NSMT–CoR 1108，伊豆須崎下田港新波止場　念佛穴，1997
年 6月 16日，水深 7 m．
記載　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐した後は曲がっ
て主幹と平行になり，一平面状になる．枝はわずかに扁平す
る．癒着はない．枝の太さはほとんど均一で 3.5–5.5 mm，枝
の先は丸いが膨らまない．共肉は厚く，枝の断面からは中心
束の周りに胃水管が同心円状にあるのが容易に確認できる．
骨軸は角質で石灰化しない．莢は低いが明瞭で，平たい桿状
骨片が配列する．ポリプは莢の中に完全に退縮し，枝の全周
に一様に分布する．ポリプ内にはほとんど曲がらない長さ
0.09–0.17 mm の紡錘状骨片（Fig. 4F）がわずかにあり，骨片
がよく発達したポリプでは，ポイントを形成するものがある
（Fig. 4C）．ポリプの中心から隣接するポリプの中心までは
1.0–1.8 mm．共肉内の骨片は胃水管の表層と深層で2層になっ

ており，表層には鋸歯状の棘のある楕円形の長さ 0.14–0.22 
mm の二連紡錘状骨片（Fig. 4D），深層には長さ 0.07–0.15 
mm の表層よりも小さく鋸歯状の棘の少ない二連紡錘状骨片
（Fig. 4E）がある．いずれの骨片も無色．生時，群体の体色
は黄色から橙色で（Fig. 4A），ポリプは淡い橙色をしているが，
触手が縮むと淡い青紫色に見える（Fig. 4B），10 % ホルマリ
ン固定後に 70 % エタノールで保存した標本では濃い群青色
から灰色．
分布　神奈川県三崎（相模湾）（Kükenthal, 1908, 1909, 1919; 
Stiasny, 1951；Song, 1981；Imahara, 1996；Matsumoto et al., 
2007；岩瀬 , 2014），山口県金毘羅人工島沖，伊崎地先（本研究），
韓国（Song, 1981）．
備考　分岐は多く，60–90°に分岐し，分岐後は曲がって各
枝は平行になり，群体全体は一平面状に広がる，枝はわずか
に扁平する，癒着はない，ポリプは群体の全周に一様に分布
する，ポリプの骨片はポイントを形成する，莢は低いが明瞭，
共肉表層には鋸歯状の棘のある楕円形の二連紡錘状骨片，深
層は表層よりも小さい二連紡錘状骨片がある，骨片はすべて
無色などの特徴が，NSMT–CoR 1065，1108，Kükenthal
（1908, 1909），岩瀬（2014）の Eu. abietina と一致したため，
本種に同定した．

考　察

　八放サンゴ亜綱のほとんどが固着生物であり，同じ種で
あっても生息環境要因の違いによって群体の外部形態が大き
く変化することが知られているため，外部環境の変化の影響
を受けにくい形態形質として骨片の形状，大きさおよび配置
様式が重要な分類形質とされている（今原， 2014b）．そのた
め船木・子吉（2008）のように骨片についての記載がない報
告では，種同定および分布情報にも疑問が残る．
　日本海沿岸海域のウミトサカ目は主に Aurivillius (1931) お
よび Nutting (1912) によって報告されているが，その多くが
九州周辺であり，それ以外の海域からの報告は断片的である．
また，河野ほか（2011）で Euplexaura crassa Kükenthal, 1908
フトヤギが水深 10–20 m で採集されていることを報告してい
る．しかし河野ほか（2011）では標本の形状や骨片について
の記載はなく，フトヤギとした標本は KMNH IvR 600011 で
あり，フトヤギの特徴とは異なる．すなわち，フトヤギは莢
がなく，および共肉の表面に有瘤球状骨片があるなどの特徴
があるが（岩瀬， 2014），KMNH IvR 600011 は明らかな莢が
あり，共肉の表面には球状の二連紡錘状骨片があることから，
河野ほか（2011）の報告は誤りであり，本研究ではモミノキ
フトヤギと同定した．
　これまでアザミヤギは長崎県の平戸，モミノキフトヤギは
韓国の尾浦，およびそれぞれ相模湾で報告されているが
（Fig. 1），両海域の間ではまだ報告がない．河野（2020）で
は海洋調査や生物採集の困難性および生物分類学的知見の貧
弱さを例に挙げ，山口県日本海域の生物相がまだ把握できて
いないとされている．特にウミトサカ目では種同定のために
体内の骨片を取り出し，観察する必要がある．その専門知識
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と技術を必要とする同定作業故，報告数が少ないものと考え
られ，国内の他海域でも分布している可能性がある．
　また岩瀬・松本（2006）では，SCUBA 潜水技術の無かっ
た時代に相模湾で行われた調査のデータをまとめ，浅海域の
調査が進めば多くの種が記録される可能性を報告している．
これまでに報告されている生息水深はアザミヤギで約 55 m
（Hedlund, 1890; Kükenthal, 1924; Aurivillius, 1931），モミノキ
フトヤギでは水深 7–25 m（岩瀬 , 2014）である．本研究で採
集された標本の一部は，アザミヤギ，モミノキフトヤギで最
浅記録であった．特にモミノキフトヤギ KMNH IvR 600012
は水深 1 m で記録され，岩瀬・松本（2006）を裏付ける結果
となった．
　岩瀬（2014）では Echinomuricea spimoferaが相模湾に分布
すると報告し，岩瀬（1992）および内田（1994）では，Ec. 
cf. spimofera をシロアザミヤギとし，相模湾に分布するとし
ている．しかし，これらは基本的な群体の形状，色彩および
琴柱状骨片（岩瀬（1992）では有棘鱗型骨片）の有無の記載
にとどまっており，標本番号の記載もないことから，本研究
で得られた KMNH IvR 600009，600010 と比較することがで
きない．
　山口県周辺海域は，漁業関係者の操業する建網漁では多数
の八放サンゴ類が混獲されており（和田紀英私信），本海域
の生物相が把握できていないことは明らかである．本海域の
今後のさらなる調査が望まれる．

要　約

　ホソヤギ科アザミヤギ属のアザミヤギ Echinomuricea 
peterseni Hedlund, 1890，シロアザミヤギ Ec. sp. aff. spinifera 
Nutting, 1910 および，フトヤギ属のモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 の 3 種が山口県周辺海域
の 1–123 m で採集された．これまでアザミヤギは相模湾，長
崎県平戸および香港，モミノキフトヤギは相模湾および韓国
から報告されていたが，山口県周辺海域にからは報告がな
かった．アザミヤギおよびモミノキフトヤギではこれまで報
告されたなかで最浅であった．今回得られた標本はアザミヤ
ギおよびモミノキフトヤギの山口県初記録である．
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は　じ　め　に

　ホソヤギ科は，花虫綱ウミトサカ目角軸亜目に属し，世界
で 48 属が知られている（Cordeiro et al., 2020）．角軸亜目は
すべて固着性であり，通常 8 本の触手をつけた通常ポリプを
持っている．群体の幹部と枝部は基本的に円柱形で，骨軸の
周囲には共肉を持つ．共肉の皮部と内部およびポリプに方解
石でできた特有な形状の微小骨片が含まれており，群体の外
部形態と共に分類形質として重要視されている．なかでもホ
ソヤギ科の骨軸の中心束は比較的太く，軸皮層は多数の小房
室によって構成されており，房室に石灰分が沈着する．多く
の場合，共肉は環状に縦走する胃水管によって内外二層に分
かれており，内と外で骨片の形状が異なることがある．共肉
は多くの種で厚く，ポリプが共肉内に一部または完全に埋没
しており，多くの種では共肉から突出した莢にポリプが埋在
するが，ポリプが共肉に完全に埋没する種では莢は形成され
ない．骨片は基本的に紡錘形でその表面は疣や棘が不規則に
配置し，十字状や二連紡錘状，琴柱状など多様である．部位
により異なる形状の骨片が配列することが多いなどの特徴が
知られている（Lam and Morton, 2008; 今原，2014a; 岩瀬，
1992, 2014）．
　日本周辺海域におけるウミトサカ目を含む八放サンゴ亜綱
の記録は，Imahara（1996）により包括的および網羅的にま

とめられ，さらに今原ほか（2014）では相模湾産八放サンゴ
亜綱について多くの種が報告されている．しかし，日本海で
得られた報告は少なく，なかでも山口県周辺海域からの標本
の記載を含む詳細な報告は，Nutting（1912），Aurivillius（1931），
Ofwegen（2005）および Matsumoto and Ofwegen（2016）に
限られる．
　本研究では，2008 年から 2020 年にかけて山口県沿岸でウ
ミトサカ目ホソヤギ科アザミヤギ Echinomuricea peterseni 
Hedlund, 1890，Ec. sp. aff. spinifera，およびモミノキフトヤギ
Euplexaura abietina Kükenthal, 1908 が採集された．いずれも
山口県では初記録であったためここに報告する．

材料と方法

　骨片の名称，生物標本の作製は基本的に今原（2014b）に
準じた．すなわち，群体より切り取った組織を蒸留水で希釈
した次亜塩素酸ナトリウム水溶液に浸し，組織を溶解させた．
残った骨片を蒸留水で洗浄後，双眼実体顕微鏡下で観察を
行った．
　群体の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．
莢の計測には実体顕微鏡（OLYMPUS SZX7）と接眼ミクロ
メーター（U-OCMC10/100XY）を用いて 0.1 mm単位まで行っ




